
３７ 香川県琴平町立琴平中学校 外３校 ２１～２３ 

平成２３年度研究開発実施報告書（要約） 

１ 研究開発課題 

  郷土を愛し，まちづくりに主体的に参画できる子どもを地域と一体となって育てることをめざした

研究開発 

２ 研究の概要 

小・中学校９年間を通して，発達段階の課題を明確にして，「まちづくり教育」を推進する。実際に

まちづくりにかかわり，まちの変容と自己効力感を実感することで，地域社会を担う一員として必要

な資質を幅広く養う。 

   まちづくり科学習を行うために，小学校では，総合的な学習の時間，国語科，社会科，生活科，図

画工作科，家庭科を一部削減，中学校では，総合的な学習の時間，特別活動，選択教科，国語科，社

会科，理科，美術科，音楽科を一部削減し，新設教科まちづくり科を教育課程に位置付ける。 
具体的には，初めの４年間（基礎確立期：小１～小４）を自分と自分の住むまちについて知る時期

ととらえ，まちについて調べたり，基礎的な能力を身に付けたりする。次の３年間（自己発見期：小

５～中１）を地域と学校が一体となって体験的な学びを発展させる時期ととらえ，自らの視野を広げ

るまちづくりの実践を推進する。最終の２年間（自律期：中２～中３）はまちづくりに参画する学習

を深め，まちづくりに貢献しようとする意欲や態度を育てる。    

このまちづくり科の実施を通して，地域へのかかわりの中で，子どもの成長を評価し，その教育効

果について提言する。 

３ 研究の目的と仮説等 

（１）研究仮説 

   小・中学校を４年－３年－２年に段階区分し，それぞれの発達課題を見据えて，新設教科まちづ

くり科を９年間通して設定する。そして，小・中の接続と家庭・地域との連携を十分に考慮したま

ちづくり科実践プログラムの開発・実施・推進を図る。 

   子どもたちは，こうしたまちづくり学習が，まちの変容につながっていくことを実感し，自己効

力感が醸成され，郷土を愛する心や他の人とかかわることの喜びを獲得できる。 

そのことで，まちづくりに主体的に参画できる子どもが育つだろう。 

（２）教育課程の特例 

① 小学校第１学年は，年間３４時間，第２学年は３５時間，第３学年から第６学年までは７０時

間実施する。そのため，総合的な学習の時間，国語科，社会科，生活科，図画工作科，家庭科を

一部削減する。 

  ② 中学校では，全学年年間７０時間実施する。そのため，総合的な学習の時間，特別活動，選択

教科，国語科，社会科，理科，美術科，音楽科を一部削減する。 

（３）研究成果の評価方法 

① 児童生徒の実態評価                         

・ まちづくり科実践に関する児童生徒への意識調査 

・ 全国学力・学習状況調査，香川県教育委員会が実施している学習状況調査 
② まちづくり科学習についての評価 

・ 児童生徒，教職員，保護者，地域の人々を対象にしたアンケート 

・ まちづくり科の授業公開・研究発表会を通しての参会者による評価 

③ 研究にかかわる評価      

・ 児童生徒のまちづくり科の実践状況と自己効力感・コミュニケーション能力等との相関関係

の調査 

・ まちづくり科教育推進協議会によるヒアリングを通じての評価と助言 

・ まちづくり科教育運営指導委員会による教育活動診断 



４ 研究内容 

（１）教育課程の内容 

① 当該年度の教育課程 

 当該年度の教育課程は，小・中ともに新設教科「まちづくり科」を実施する。教育課程全体は，

別紙の通りである。 

② 「まちづくり科」の学習内容 

児童生徒の発達の段階を考慮し，小１から中３まで系統的に目標や内容を設定し，評価の観点 

ごとに評価規準を定めるなど小中連携の視点から小中一貫したカリキュラム編成を行った。また 

思考力・判断力・表現力をはぐくむために，小・中学校の接続ならびに家庭・地域との連携を十 
分に考慮した学習の開発，実施，修正を図った。知識，技能の活用を図る学習活動や言語活動を 

充実させることに留意し、学年間・異校種間交流活動の場を位置付けた。 

まちづくり科は，まちの基盤づくりの視点でもある「人と人とのふれあい」，まちづくりの活性

化を図るための視点である「交流とにぎわい」，まちの個性を浮き彫りにする視点である「伝統・

文化・自然」の３領域から設定している。その内容は次の表の通りである。 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 評価方法 

評価については，対象を児童・生徒，教員，保護者，地域の人として，意識調査・実態調査を

行う。そして、その経年比較を行う。また，複数回データをとり，変容を把握したり，複数の要

素の相関関係をとったり，分析的な評価ができるようにする。また，数量的なデータだけでなく，

児童・生徒のまちづくりの実践や態度の変容を教員以外の人から評価してもらう場を設定する。  

さらに，町民向けのリーフレット作成や研究大会を開催することで，より多くの町民に評価を

いただく場を設ける。 

 



 

 

第

一

年

次 

 

○ 研究開発の概要 

まちづくり科教育のねらいと方法を明確にしながら，研究組織づくりや内容構成づくり 

○ まちづくり科教育推進協議会の設置 

○ まちづくり科学習プログラム試案編成 

○ まちづくり科カリキュラム編成と試行  

○ まちづくり科学習シートとこんぴら検定の試案作成と実施 

第

二

年

次 

○ 研究体制の推進 

・ 各小中学校において，まちづくり科を中心にすえて，校内現職教育に研究組織づくりとテ

ーマを設定 

・ 町内小中学校で，研究部会（カリキュラム編成，授業・評価研究，体験・表現）・統計調

査部会（実態調査，意識調査）・広報部会（資料づくり，地域発信，全国発信，学校間発信）

の３部会を核として研究推進 

・ まちづくり科校長等連絡会の実施により，研究上の調整と共有化（年間１７回） 

○ まちづくり科教育運営指導委員会の開催（年間３回） 

○ 研究推進委員会（教頭・研究主任・現教主任）（年間１２回） 

・ 各校でまちづくり科の授業を実践し，公開し，授業の在り方や課題を明確化 

・ 評価項目の作成 

○ まちづくり科の授業実践 

・ 子どものまちづくりの実践につながる教材の開発 

・ 学年ごとに全単元の学習シートを作成 

・ 言語活動の充実を図るための教材開発と指導法の改善 

・ 地域人材活用方法の開発と交流の在り方の工夫 

○ 小・中の接続と交流，地域人材の活用を考慮したまちづくり実践 

○ 教育効果の検討と評価 

・ 児童生徒，教員，保護者，地域の方々を対象にした「まちづくり教育」やまちへの関心等

についての意識調査 

第

三

年

次 

○ 研究体制の推進 

・ 研究部会・統計調査部会・広報部会の３部会を核として研究推進 

・ まちづくり科校長等連絡会の実施により，研究上の調整と共有化（年間８回） 

○ まちづくり科教育運営指導委員会の開催（年間３回） 

○ 研究推進委員会（教頭・研究主任・現教主任）（年間１５回） 

・ 各校の授業実践を基に研究の方向性を確認 

・ 小・中の一貫性を考慮した教育課程の実施・評価・改善 

・ 研究のまとめ 

○ まちづくり科の授業実践の見直し 

・ 学年ごとに作成した学習シートの修正 

・ まちづくり科の授業公開・活動公開 

○ 小・中の接続と交流，地域人材の活用を考慮したまちづくり実践 

○ 教育効果の検討と評価 

・ 児童生徒，教師，保護者を対象にした意識識調査とその経年比較 

○ まちづくり科研究発表会の実施（１１月１８日）  

○ 研究のまとめとして町民向け広報「研究リーフレット」作成 

（２）研究の経過 

 



（３）評価に関する取組 

 

 

 

 

第

一

年

次 

○ 児童生徒の実態評価                         

・ 全国学力・学習状況調査，香川県教育委員会が実施している学習状況調査（４月） 

・ まちづくりの実践に関する児童生徒への意識調査                          

7 月上旬 琴平町内小中学生  763 名   12 月上旬 琴平町内小中学生  732 名 

○ まちづくり科学習についての評価 

・ 児童生徒・保護者全員を対象にした「まちづくり教育」」に対するアンケート 

6 月下旬 琴平町内小中学生   763 名    11 月下旬 琴平町内小中学生  732 名    

保護者等  518 名 

○ 研究にかかわる評価      

・ 児童生徒のまちづくり実践の取組状況と自己効力感・コミュニケーション能力等との相 

関関係の調査（２月） 

・ まちづくり科教育推進協議会によるヒアリングを通じての評価と助言（年２回：10月 2 月） 

・ まちづくり科教育運営指導委員会による教育活動診断（年３回：5月 10 月 1 月） 

 

 

 

      

第

二

年

次 

○ 児童生徒の実態評価                         

・ 全国学力・学習状況調査，香川県教育委員会が実施している学習状況調査（４月） 

・ まちづくり実践に関する児童生徒への意識調査                          

6 月下旬 琴平町内小中学生 745 名   11 月下旬 琴平町内小中学生 747 名 

○ まちづくり科学習についての評価 

・ 児童生徒・教職員・保護者、地域の人々を対象にした「まちづくり教育」」に対する変容を中

心にしたアンケート 

6 月下旬 琴平町内小中学生  745 名  教職員  68 名 

11 月下旬 琴平町内小中学生  747 名  教職員  73 名     保護者等 518 名 

○ 研究にかかわる評価      

・ 児童生徒のまちづくり実践の取組状況と自己効力感・コミュニケーション能力等との相 

関関係の調査（１１月） 

・ まちづくり科教育推進協議会によるヒアリングを通じて評価と助言（年２回：10 月 1 月）        

・ まちづくり科教育運営指導委員会による教育活動診断（年３回：5月 9 月 1 月） 

 

 

 

      

第

三

年

次 

○ 児童生徒の実態評価                         

・ まちづくり科実践に関する子どもへの意識調査 

6 月下旬 琴平町内小中学生  705 名     教職員   69 名 

・ 香川県教育委員会が実施している学習状況調査（１１月） 

○ まちづくり科学習についての評価 

・ 児童生徒，教職員，保護者、地域の人々を対象にしたまちづくり科学習に対する変容を中心

にしたアンケート 

6 月下旬 琴平町内小中学生  705 名   教職員 69 名  保護者等  476 名 

・ 授業公開・研究発表会を通して参会者による評価（１１月） 

○ 研究にかかわる評価      

・ 児童生徒のまちづくり科の実践状況と自己効力感・コミュニケーション能力等との相関関係

の調査（９月） 

・ まちづくり科教育推進協議会によるヒアリングを通じての評価と助言（年２回：9月 2月） 

・ まちづくり科教育運営指導委員会による教育活動診断（年３回：6月 8月 1 月） 

・ 町長・町議会議員によるまちづくり科の評価（２月） 

 



５ 研究開発の成果 

（１）実施による効果 

  ① 研究体制の構築 

・ 町内小中学校合同で，研究組織を３部会（研究部会，統計・調査部会，広報部会）に編成し

た。研究部会では研究開始当初よりカリキュラム編成や授業・評価研究，体験・表現活動の在

り方，統計・調査部会では実態調査や意識調査の実施・分析，広報部会では資料づくりや地域

や全国への発信，学校間での情報の共有等について町内全教員が分担して研究推進を行った。 

・ 平成２２年度から各校の教頭と研究 

主任を中心に研究推進委員会を立ち上 

げ，研究の推進や調整，共有化を行い， 

リーダーシップを発揮できるようにし 

た。研究推進委員会は課題が生じた時 

など必要に応じて何度も開催し，研究 

の方向性，カリキュラム内容の調整， 

学習指導の在り方について見直しを進 

めた。 

・ まちづくり科教育運営指導委員会やまちづくり科教育推進協議会を 

組織し，学識経験者や地域の人々など様々な立場の方から，研究の評価・助言をいただけた。                        

 

② 児童生徒への効果 

ア まちやまちづくりに対する興味・関心及び愛着・共感 

事例 ―小１ 「お世話になっている人と交流しよう－子どもかけこみ 110 番ってなあに－」 

       ・ １年生では家族や地域の一員として自分たちのできることをするようめざしている。小学 
校で一番小さい１年生を守ってくれる人に目を向け，自分たちの住んでいる周りに「子ども 
かけこみ 110 番」に登録している事業所や家庭について学習を行った。 

・ 授業の中で実際に登録している人からどんな気持ちで登録したのか，自分たちをどういう

気持ちで見守ってくれているのかを学習する。そのことによって自分たちがどれだけ地域の

方から優しく見守られているのかを感じ取れた。 
・ 授業前はお世話になっている人を家族とした児童が多かったが，授業後は榎井のまちの人

にお世話になっていると答える児童の割合が増えた。授業後「子どもかけこみ 110 番」の人

と答えた児童が増え，児童のまちを見る目の広がりを感じ，自分たちの住んでいる地域への

関心が高まった。 
・ 単元終了後，児童は自分の家の周りにある「子どもかけこみ 110 番」に登録している家に

新しい看板を持っていき「これからもお願いします」と声をかけ，地域の方とのコミュニケ

ーションを図っている。 
事例 ―小３ 「縁の下の力持ち！こんぴらにんにく」 

・ 全国有数の産地であるところから,にんにくを教材化した単元では，植え付け・収穫など

の農作業や農家の方へのインタビュー，琴平特産のガァリッ 

クオイルを使った調理実習，障害のある人が町おこしの一環 

として,にんにくを加工している福祉目的の作業所『ねむ工 

房』との交流など多様な体験活動を行った。 

・ こうした体験活動を「まとめる，疑問を見つける，みん 

なで話し合う，体験を通して解決する，新たな疑問を見出 

す」というようにつないでいった。 

・ 子どもたちは，１つの疑問がさらなる疑問へとつながり， 〈にんにくの収穫〉 

〈教員意識調査〉 



単元を通して意欲的に学ぶことができた。 

事例 ―小５ 「子ども木戸芸者の取り組み」 

・ 昨年度，まちづくり科の活動を知った商工会の方から毎 

年４月に行われている四国金毘羅歌舞伎大芝居の時に芝居 

小屋の前で歌舞伎の口上を言う「木戸芸者」を小学生がや 

ってみないかという提案をいただいた。５年生は３小学校 

とも町の計らいで毎年歌舞伎教室として観劇をさせていた 

だいている。まちづくり科では四国金毘羅歌舞伎大芝居に 

ついて「交流とにぎわい」の領域で学習をしてきている。 

そこで，３小学校ともこの「木戸芸者」に挑戦をした。 

・ 児童は歌舞伎についてそれを運営するのにたくさんのボランティアの方がかかわり，町の 

行政をあげてバックアップしていることを勉強してきている。また，自分たちも実際にボラ

ンティアができるかどうか授業で考えた。そこで「木戸芸者」の練習に真剣に取り組み，今

年度の４月には１つの小学校は役者のお練りの時『瓦版屋』として,かわら版を配りに挑戦

し,他の２つの小学校が木戸芸者やボランティアに挑戦をした。 

・ 木戸芸者の練習を生かして，学習発表会，活動発表会の折りには自分たちで原稿を考え各 

学年の発表内容を木戸芸者風に発表したり，合いの手を入れて発表を盛り上げたりするなど，

関心意欲の高まりを感じた。 

・ 木戸芸者に取り組むことでずいぶん自信が付き，自分の力が伸びたと感じている児童が増

え，自己効力感が高まった。また、活動を終えての作文はどの児童もしっかりした感想を書

くことができるなど，表現力の高まりを感じた。 

 

イ まちへの参画・貢献 

事例 ―小４ 「呑
どん

象楼
ぞうろう

を残そう」 

・ 幕末に活躍した郷土の偉人である日
くさ

柳
なぎ

燕
えん

石
せき

の住まいである呑象楼が小学校の敷地内に移築 

されて５０年以上がたつ。地域では燕石の偉功を郷土に語り継ごうと彼が作った漢詩を詩吟 

として吟ずる燕石会がある。４年生は「校区の自慢を 

アピールしよう」と校区の自慢になる古いものを見付 

け，写真展を開く活動を行った。その中で呑象楼に目 

が向き，この燕石会の方と交流を行った。日柳燕石の 

ことや，古くなった呑象楼を修復しようとしている燕 

石会の活動を知った。そこで，自分たちができること 

を考え３学期の参観日の折りに全校生や保護者，地域 

の人に呼びかけ募金活動を行った。集まったお金で呑 

象楼の抜け穴を隠す掛け軸を燕石会の方のお世話で

町に寄贈をした。 

・ ４年生は燕石会の方から簡単な詩吟を教えてもらい練習を重ねて，町の文化祭や敬老会で 

その発表を行った。こうした町のイベントに参加することでまちの活性化につながっている 

と考えられる。 

    事例 ―中３ 「まちづくりへの参画」 

・ 中学校では，子ども議会の提言作りに向けて，琴平町の行政や財政について，役場の方に 

質問する授業を行った。 

・ 事前に質問を考える活動では，町の現状や課題に真剣に向き合う生徒の姿が見られた。 

・ 質問内容が，財政や観光，福祉，産業についてなど，多岐に渡ったため，役場から各課課 

長さん７名が来られ，生徒の熱意が行政の方に届いた結果となった。 

〈商工会の方のお話〉 

〈掛け軸を町長さんに贈呈〉 



・ 当日の授業では，役場の方の説明を熱心に聞いて 

メモをとったり，さらに質問したりする意欲的な生 

徒も見られた。 

・ 授業後，役場の方からは「まちのことをよく勉強 

している」「中学生がここまでまちのことを真剣に 

考えていて驚いた」という声が聞かれた。 

・ この授業で得た情報をもとに，多くの生徒がまち 

 の一員としての自覚をもって提言作りに取り組むこ 

とができた。 

 

事例 ―小４  ガイドウォーク「みんなに伝えよう！こんぴら参りと昔の人の思い」 

・ こんぴら参りについて学習を行ったあと，昔から残る街道や文化財の大切さを大勢の人に 

伝えたいという子どもの願いから，ガイドウォークを行った。 

・ ガイドウォークに向けて，学習内容や絵，資料を使って 

まとめたボードや発表原稿を作成し，ガイドを練り上げた。 

・ 目的に合った正確な情報を伝えているか，相手に分かり 

やすい表現となっているか，表情や言葉遣い，マナーは適 

切かというような評価の視点を子どもがもつことができた。 

・ ガイドウォークでは，大勢の観光客が子どもたちのガイ 

ドに足をとめ，聞き入っていた。自作の歌もあり，楽しい 

時間を過ごすことができたという声を数多くいただけた。 

また，このような活動を通して，子どもたちのコミュニ 

      ケーション力の伸びを感じた。 

 

ウ 他者とかかわろうとする意欲とコミュニケーション能力 

   事例 ―小５・６，中１ 「まちづくりミーティング」 

・ まちづくり科において，小学校では，学級担任が中心となって各校区内の視点で学習を進 

め，中学校では，学年団や教科担任制を生かし，まち全体を視野に入れた学習を展開してい 

る。学校種間の違いを見据えたうえで，それぞれの学びをつなげる学習が必要となる。そこ 

で，自己発見期に「交流活動」を位置付け，それぞれで 

学習してきたことを共有したり，フィードバックしたり 

する場を設けた。 

・ 交流活動では，小・中教師間の連携とそれぞれの学 

校のカリキュラムへの共通理解を深めることができた。 

小学５・６年生と中学１年生が校区ごとに集い，「自分 

たちのまちをどのようなまちにしたいか」について考 

える「まちづくりミーティング」を行った。 

   

・ この学習を通して，中学生は「小学生もなかなかいいことを考えている」「いろいろな面

についてしっかりとした意見をもっている」と感じ，小学生も「いろいろな意見が出たの

にうまく整理している」「中学生のリーダーシップはすごい」と感じ互いに相手を認め合っ

た話し合い活動が展開できた。  

・ 交流活動の実施にあたっては，小中の教師が事前に打ち合わせする機会を何度も設け，

単元計画からグループ編成，日課の調整や移動手段の手配など，限られた時間を駆使して

共通理解に努めた。実践を通して，小・中教師間の連携を図ることの大切さを一層感じた。 

〈表参道でガイドウォーク〉 

〈各課の課長さんをゲストティチャーに〉 

〈中学生と小学生との話し合い〉 



エ 他教科への波及効果 

 運営指導委員から指導助言を得ながらまちづくり科と各教科の関連を整理し実践を進めた。

そのことにより、教師集団において,まちづくり科の学習が他の教科に生きているという認識

の広がりがうかがえた。 

児童生徒の学力状況としては，平成２１・２２年度実施の香川県学習状況調査（４月実施）

の結果から，県全体の状況との比較において， 

国語科の「書く能力」及び「関心・意欲・態度」 

の観点で向上した。これは，まちづくり科にお 

いて書く機会を増やし，多様な表現方法を身に 

付けることで児童生徒の書くことへの抵抗感が 

軽減したことが一因であると考えられる。 

中学校では，平成２２年度の全国学力・学習 

状況調査で見てみると，国語Ｂ（活用）の平均正答率では，評価の観点における「話す・聞く

能力」で，全国平均を 2.1 ポイント，「書く能力」 

でも，全国平均より，1.2 ポイント，上回ってい 

る。言語活動，表現活動に好影響がもたらされた 

と考えられる。 

      また，平成２２年度の全国学力・学習状況調査 

での生徒質問紙調査の，「新聞やテレビのニュースなどに関心がありますか」については，「関

心がある・どちらかと言えば関心がある」は全国平均より 4 ポイント上回り，「今住んでいる

地域の行事に参加していますか」の項目では，「当てはまる」が全国平均より 4.9 ポイント上

回っている。調査学年の特徴もあるが，地域行事の参加については２１年度もポイントは高く

出ている。 

 

  

③ 教師への効果        

まちづくり科の取り組みが他の教科 

の授業改善や学校間連携に効果がある 

ことがうかがえる。これは，まちづく 

り科では，フィールド調査，関係機関 

や地域の方から聞き取り調査等を行う 

とともに，実際の学習では校外での活 

動や地域への働きかけが必要であるこ 

とから，このような教科の教材研究を 

共同で行うことで，それぞれの教員が 

自分の授業を振り返ることにつながっ 

たと考えられる。 

地域とのつながりの深まりを実感し 

ている教員の割合が８割を超えており， 

小中連携や地域との連携に対する教師 

の意識向上につながっている。 

 

 

 

 

参考 平成 22 年７月調査は，まちづくり科の授業を行った 

教員のみを対象に実施 

〈平成 22 年度全国学力・学習調査結果〉 

（国語 B） 

〈香川県学習状況調査国語科観点別県平均との差〉 

町内３校の平均 

話す・聞く 書く

全国平均との差（％） +2.1 +1.2

参考 

〈教員意識調査〉 

関心意欲
態度

話す・聞く 書く

平成21年度 -5.7 -3.4 -4.1

平成22年度 +6.1 +4.9 -1.9



④ 保護者・地域への効果 

ア まちづくり科の認知度について 

保護者・地域意識調査では，まちづくり科について知っているかという問いに対して「はい」 

と回答した保護者等の割合が増加し，本年度ではほぼ９割となっていることから，保護者や地

域にまちづくり科の取組が広く認知されて 

いることがうかがえる。これは，各学校と 

も学校だよりや学級だよりで，その取組を 

紹介するとともに，町が発行する毎月の広 

報誌にも掲載スペースをいただき，各校が 

持ち回りで児童生徒の活動の様子を紹介し 

ていることによると考えられる。そして， 

まちづくり科が保護者や地域等に認知され 

ていることで，教員による連絡調整や協力 

体制づくりが円滑なものとなっている。 

イ まちづくり科の学習について 

保護者・地域意識調査では，まちづくり 

科の取組により児童生徒が琴平町のことを 

詳しく知るようになったかについて「そう 

思う」「どちらかというとそう思う」と回答 

した保護者等の割合が第１年次と比較する 

と１４ポイント増加している。 

また，まちづくり科が琴平町を好きな子 

どもを育てる上で有意義な学習となってい 

るかについて「そう思う」「どちらかとい 

うとそう思う」と回答した保護者等の割合 

が９割程度になっている。このことから，児童生徒にまちやまちづくりに対する興味・関心及 

び愛着・共感を育む学習として，保護者等が肯定的にとらえていることがうかがえる。 

ウ 家庭での状況について 

    保護者・地域意識調査及び児童生徒意識調査から，まちづくり科の学習は，家庭で保護者と 

児童生徒の間で，琴平町やまちづくりに関する話題を提供しており，話す機会が増加している 

ことがうかがわれる。また，保護者・地域意識調査の自由記述では児童生徒への期待や地域に 

住む大人としてまちづくりを学んでいる姿が感じられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈保護者・地域意識調査〉 


